
（第三種郵便物認可）

゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛

原
さ
ん
か
ら
お
土
産
に
い
た
だ
い

た
ノ
ロ
ッ
コ
号
の
模
型
。今
は
、ウ

ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
の
森
に
あ
る
家
の

夫
の
仕
事
部
屋
の
机
の
上
に
（
写

真
撮
影

グ
レ
ン
・
サ
リ
バ
ン
）

　
釧
路
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク

の
森
の
住
人
、
小
手
鞠
る
い
で
す
。

百
パ
ー
セ
ン
ト
、
釧
路
を
舞
台
に
し

た
、
ピ
ュ
ア
で
切
な
い
恋
愛
小
説
を

書
き
た
く
て
、
今
年
の
９
月
、
釧
路

を
旅
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
コ
ラ
ム

で
は
、
そ
の
と
き
釧
路
で
出
会
っ
た

人
や
動
物
や
鳥
た
ち
、
楽
し
い
思
い

出
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、私
の「
釧

路
愛
」
を
お
届
け
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
釧
路
と
ウ

ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
は
、
地
球
上
で
同
じ

緯
度
の
場
所
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

◇

　
釧
路
駅
前
で
Ｊ
Ｒ
北
海
道
釧
路
支

社
の
次
長
、
原
政
巳
さ
ん
と
落
ち
合

っ
て
、
ノ
ロ
ッ
コ
号
に
乗
り
込
み
ま

し
た
。
貨
物
列
車
を
改
装
し
て
、
あ

た
た
か
み
の
あ
る
木
の
椅
子
と
テ
ー

ブ
ル
を
配
し
、
広
々
と
し
た
窓
を
つ

け
た
車
両
。
座
席
と
座
席
の
仕
切
り

が
な
い
の
で
、
ど
こ
に
座
っ
て
い
て

も
、
地
平
線
ま
で
続
く
緑
の
大
海
原

の
よ
う
な
湿
原
が
見
え
ま
す
。
ゆ
っ

く
り
と
ノ
ロ
ノ
ロ
走
る
ト
ロ
ッ
コ
だ

か
ら
、
ノ
ロ
ッ
コ
号
。
「
湿
原
の
動

物
は
、
ど
う
ぞ
ご
自
由
に
と
っ
て
く

だ
さ
い
。
と
っ
て
と
言
っ
た
の
は
、

カ
メ
ラ
で
撮
っ
て
ね
、
と
い
う
意
味

で
す
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
、
そ

こ
こ
こ
で
巻
き
起
こ
る
笑
い
声
。
そ

の
渦
の
な
か
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
歓

声
。
「
あ
あ
っ
、
い
た

」
「
ど
こ

ど
こ
、
い
た
い
た
、
ほ
ん
と
だ
、
キ

ツ
ネ
だ

」
「
違
う
よ
、シ
カ
だ
よ
。

エ
ゾ
シ
カ
の
子
ジ
カ
」「
う
そ
う
そ
、

ほ
ん
と
〜

」
│
か
ま
び
す
し
い
歓

声
の
主
は
、ほ
と
ん
ど
が
中
年
男
女
。

も
ち
ろ
ん
私
た
ち
夫
婦
も
、
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
け
れ
ど
、
辺
り
を
そ
ー
っ
と
見
回

し
て
み
る
と
「
あ
っ
、あ
そ
こ
に
も
」

「
い
る
い
る
、
こ
こ
に
も
、
ほ
ら
」

│
か
わ
い
く
て
、み
ず
み
ず
し
く
て
、

初
々
し
い

代
、

代
と
思
し
き
カ

ッ
プ
ル
の
姿
。
今
は
ま
だ
、
ふ
た
り

の
あ
い
だ
に
は
、
た
め
ら
い
が
ち
な

隙
間
が

㌢
ば
か
り
空
い
て
い
ま
す

が
、
帰
り
の
ノ
ロ
ッ
コ
号
の
中
で
は

き
っ
と
、
肩
を
寄
せ
合
い
、
ひ
し
と

手
を
つ
な
ぎ
合
っ
て
、
２
羽
の
丹
頂

鶴
を
眺
め
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
に
思
い

を
は
せ
て
い
る
私
の
耳
に
、
聞
こ
え

て
き
た
会
話
。

　
「
あ
あ
、
こ
の
、
ゴ
ッ
ト
ン
と
い

う
音
と
、
背
中
に
感
じ
る
重
力
感
。

ま
さ
に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
の
醍
醐

味
で
す
よ
ね
」

　
「
そ
う
で
す
か
、
お
分
か
り
に
な

り
ま
す
か
？
　
い
や
ぁ
、
う
れ
し
い

な
ぁ
」

　
「
も
ち
ろ
ん

　
乗
車
前
に
鼻
に

つ
い
た
匂
い
も
最
高
で
し
た
よ
。
ま

さ
し
く
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
匂
い
で

し
た
」

　
知
ら
な
か
っ
た
。
結
婚
し
て

年

も
た
つ
と
い
う
の
に
、き
ょ
う
ま
で
、

私
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。
う
ち
の
夫
が
そ
こ
ま
で
熱
い
鉄

道
フ
ァ
ン
だ
っ
た
と
は
。

　
ノ
ロ
ッ
コ
号
が
塘
路
駅
に
着
い

て
、
原
次
長
と
の
お
別
れ
の
と
き
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
夫
と
原
さ
ん
は

「
さ
よ
う
な
ら
」
の
握
手
を
し
た
ま

ま
、
互
い
の
手
を
離
そ
う
と
し
ま
せ

ん
。
「
こ
の
手
と
手
を
通
し
て
、
僕

ら
の
血
管
が
ひ
と
つ
に
つ
な
が
っ
た

み
た
い
で
す
ね
」
と
、
原
次
長
。
車

窓
に
広
が
る
美
し
い
湿
原
、
鉄
道
を

愛
し
て
や
ま
な
い
原
さ
ん
の
柔
ら
か

な
笑
顔
と
と
も
に
、
忘
れ
ら
れ
な
い

言
葉
と
な
り
ま
し
た
。

（
小
説
家
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
）
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〈
略
式
記
号
の
読
み
方
〉

通
夜
＝
諌
、
葬
儀
＝
還
、
喪
主
＝
間
、

施
主
＝
鑑
、葬
儀
委
員
長
＝
貫

〈
葬
儀
場
の
住
所
〉

▽
釧
路
ベ
ル
コ
会
館
（
釧
路
市
若
草

町

の

）
▽
釧
路
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

（
釧
路
市
緑
ケ
岡
３
の
１
の

）
▽

ベ
ル
コ
ユ
ア
ホ
ー
ル
釧
路
西
（
釧
路

市
昭
和
中
央
３
の

の
１
）
▽
清
華

堂
会
館
（
釧
路
市
大
川
町
７
の

）

▽
博
善
市
民
斉
場
（
釧
路
市
星
が
浦

南
１
の
７
）
▽
丸
和
堂
会
館
（
釧
路

市
花
園
町
７
の

）
▽
丸
和
堂
第
二

会
館
（
釧
路
市
花
園
町
８
の
１
）
▽

釧
路
葬
儀
社
斎
場
（
釧
路
市
白
金
町

の

）
▽
リ
ト
ル
サ
ー
ビ
ス
釧
路

斎
場
（
釧
路
市
東
川
町

の
８
）
▽

い
た
が
き
式
場
（
釧
路
市
桜
ケ
岡
２

の

）
▽
飛
鳥
苑
斎
場
（
釧
路
市
鳥

取
北
３
の
９
）
▽
は
な
し
の
ぶ
会
館

（
釧
路
市
松
浦
町
８
の

）
▽
ま
る

き
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ル
（
釧
路
市
米

町
２
の
１
の

）
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勉強会で研さんを深めた参加者たち

　
釧
路
地
域
工
業
振
興
協
会
（
島

本
幸
一
会
長
）
は

日
夜
、
今
年

度
１
回
目
の
勉
強
会
を
釧
路
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
（
釧
路
市
鳥
取
南

７
）
で
開
催
し
た
。
会
員
の
ほ
か

一
般
企
業
に
勤
務
す
る
市
民
ら
約

人
が
出
席
、
釧
路
港
が
選
定
さ

れ
た
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
同
勉
強
会
は
来
年

２
月
ま
で
に
合
わ
せ
て
３
回
予
定

し
て
い
る
。

　
同
会
は
、
会
員
企
業
の
次
世
代

を
担
う
後
継
者
の
育
成
を
目
的
に

毎
年
行
っ
て
お
り
、
技
術
面
だ
け

で
は
な
く
経
営
面
か
ら
人
づ
く
り

ま
で
幅
広
い
分
野
で
研
さ
ん
を
深

め
る
。
こ
の
日
は
会
員
以
外
の
企

業
の
社
員
も
呼
び
掛
け
に
応
じ
て

参
加
。
釧
路
市
水
産
港
湾
空
港
部

計
画
・
物
流
主
幹
の
伴
篤
氏
が
講

演
し
た
。

　
伴
氏
は
国
際
貨
物
の
海
上
輸
送

の
状
況
な
ど
に
触
れ
な
が
ら
、
選

定
に
向
け
た
取
り
組
み
の
経
緯
や

計
画
書
の
概
要
、
実
現
の
た
め
の

体
制
づ
く
り
な
ど
を
説
明
。
７
万

２
７
８
３
筆
に
及
ぶ
署
名
活
動
な

ど
「
市
民
の
熱
意
が
伝
わ
っ
た
結

果
が
選
定
に
つ
な
が
っ
た
」
な
ど

と
述
べ
た
。

　
さ
ら
に
船
舶
の
大
型
化
に
対
応

し
た
港
湾
施
設
の
整
備
の
ほ
か
、

酪
農
業
の
経
営
基
盤
強
化
な
ど
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
を
指
摘

し
理
解
を
求
め
た
。
（
髙
田
薫
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
井
理
事
長
か
ら
感
謝
状
を
受

け
る
桑
野
さ
ん
（
左
）
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「根室への思いをはせて」と
あいさつする渋谷会長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
釧
路
市
家
庭
防
災
推
進
員
西
地

域
協
議
会
（
本
間
由
紀
子
会
長
）

は

日
、
市
西
消
防
署
で
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
使

っ
た
救
命
処
置
講
習
会
を
行
い
、

人
が
心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
学
ん

だ
。

　
こ
の
日
は
、
市
消
防
本
部
警
防

課
の
佐
藤
文
歩
主
任
の
指
導
で
、

参
加
者
が
人
形
を
使
っ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
と
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
）
の
仕
方
な
ど
を
実
践

し
た
。
佐
藤
主
任
は
「
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
は
早
く
、
強
く
。
次
の
人

に
代
わ
る
時
も
間
隔
を
空
け
ず
、

で
き
る
だ
け
同
じ
速
さ
で
」
な
ど

の
助
言
を
生
か
し
な
が
ら
実
行
し

た
。
参
加
し
た
大
楽
毛
部
会
の
武

籐
良
子
さ
ん
は
「
毎
年
確
認
し
て

い
る
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
倒
れ

た
人
を
助
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
た
。
　

　
　
　
　
　
　
（
五
味
亜
希
子
）

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法

を
学
ぶ
参
加
者

会員の思いがこもった作品が並ぶ会場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
根
室
出
身
者
ら
根
室
ゆ
か
り
の

人
た
ち
が
集
う
「
在
釧
根
室
会
」

（
渋
谷
勝
司
会
長
）
は

日
、
ア

ク
ア
・
ベ
ー
ル
で
今
年
度
の
総
会

と
懇
親
会
を
開
い
た
。

　
こ
の
日
は

人
が
出
席
。
渋
谷

会
長
は
「
根
室
か
ら
サ
ン
マ
の
水

揚
げ
が
全
国
一
と
い
う
う
れ
し
い

知
ら
せ
も
あ
っ
た
が
、
北
方
領
土

問
題
は
進
展
し
て
な
い
。
一
日
も

早
い
返
還
を
願
う
と
と
も
に
ふ
る

さ
と
に
思
い
を
は
せ
て
」
と
あ
い

さ
つ
。
議
事
で
は
、
今
年
計
画
し

た
根
室
か
に
祭
り
訪
問
が
中
止
さ

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
、
来
年
は

秋
に
根
室
か
に
祭
り
の
訪
問
か
バ

ー
ベ
キ
ュ
ー
交
流
会
を
実
施
す
る

計
画
案
を
承
認
し
た
。
ま
た
、
役

員
改
選
も
行
わ
れ
、
副
会
長
に
境

義
仁
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
幹
事
に

川
端
繁
雄
さ
ん
と
川
端
英
俊
さ
ん

が
選
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
の
懇
親
会
は
、
初
参
加

と
な
る
大
地
み
ら
い
信
用
金
庫
釧

路
支
店
の
谷
川
正
弘
支
店
長
に
よ

る
乾
杯
の
発
声
で
ス
タ
ー
ト
。
出

席
者
は
、
根
室
の
地
酒「
北
の
勝
」

を
味
わ
い
な
が
ら
灯
油
２
０
０
㍑

争
奪
の
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム
や
ビ

ン
ゴ
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
道
永
竜
命
）

　
釧
路
草
月
会
小
山
社
中
（
小
山

正
里
主
宰
）
は

日
か
ら
、
釧
路

市
鳥
取
南
６
の
ホ
テ
ル
マ
ー
シ
ュ

ラ
ン
ド
ロ
ビ
ー
で
、
２
０
１
１
年

生
け
花
研
修
会
「
花
の
力
を
信
じ

て
〜
目
に
見
え
な
い
も
の
を
伝
え

た
い
〜
」
を
開
い
て
い
る
。

　
同
社
中
に
は
６
歳
か
ら

歳
代

ま
で
の
男
女
が
在
籍
。
特
に
若
い

世
代
の
会
員
が
多
く
、
自
由
な
生

け
花
を
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん
で
い

る
。
今
回
の
研
修
会
は
目
に
は
見

え
な
い
花
の
力
を
信
じ
、
見
た
人

た
ち
の
気
持
ち
を
少
し
で
も
元
気

づ
け
よ
う
と
企
画
さ
れ
、

人
の

会
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
花
材
で
生
け

た
作
品
を
展
示
し
て
い
る
。
研
修

会
は

日
午
後
５
時
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
道
永
竜
命
）
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釧
路
市
緑
ケ
岡
の
桑
野
俊
充
さ

ん
が

日
、
社
会
福
祉
法
人
の
釧

路
緑
ケ
岡
学
園
福
祉
会
（
花
井
紀

明
理
事
長
）
に
１
０
０
万
円
を
寄

付
し
た
。
同
会
で
は
こ
の
善
意
を

桂
恋
保
育
園
・
美
原
保
育
園
・
こ

と
ぶ
き
保
育
園
の
３
園
の
運
営
に

活
用
す
る
。

　
今
回
の
寄
付
は
、
９
月

日
に

歳
で
死
去
し
た
妻
の
禮
子
さ
ん

が
、
桂
恋
保
育
園
開
園
翌
年
か
ら

園
長
に
就
任
、

年
間
に
わ
た
り

同
園
運
営
の
中
心
と
し
て
活
躍
し

て
き
た
こ
と
を
受
け
て
、
「
保
育

園
の
た
め
に
役
立
て
て
と
話
し
て

い
た
の
で
そ
の
気
持
ち
を
く
ん
だ

も
の
」
と
桑
野
さ
ん
は
話
し
て
い

る
。

　
花
井
理
事
長
は
「
と
て
も
気
丈

な
人
で
、
桂
恋
保
育
園
の
運
営
に

大
変
な
貢
献
を
し
て
も
ら
っ
た
。

こ
の
善
意
を
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
桑
野
さ
ん

に
同
福
祉
会
か
ら
の
感
謝
状
を
手

渡
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
東
義
晃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
…
釧
路
市
…

　
長
崎
　
米
子
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
な
が
さ
き

・
よ
ね
こ
）

日
死
去
、

歳
。

弥
生
２
の
７
の

還
日
午
前
９

時
、
弥
生
２
の
自
宅
間
長
男
信
悦

さ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
…
根
室
市
…

　
冨
坂
　
信
保
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
と
み
さ
か

・
の
ぶ
や
す
）

日
死
去
、

歳
。

幸
町
２
の
７
諌
日
午
後
７
時
還

月
１
日
午
前

時
、
弥
生
町
２

の
白
毫
寺
間
妻
信
子
さ
ん
鑑
長
男

保
行
さ
ん
、
長
女
志
保
子
さ
ん
貫

岸
部
雄
一
さ
ん
（
幸
町
会
長
）
。

　
堀
　
亨
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？

（
ほ
り
・
と
お
る
）

日
死
去
、

歳
。
花
園
町
５
の

４
諌
日
午
後
７
時
還
月
１
日

午
後
２
時
、
弥
栄
町
１
の
開
法
寺

間
妻
厚
子
さ
ん
鑑
次
男
硫
二
さ
ん

貫
吉
田
勲
さ
ん
。

　
森
　
信
四
郎
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
も
り
・
し

ん
し
ろ
う
）

日
死
去
、

歳
。

浜
松
９
諌
日
午
後
７
時
還
月

１
日
午
前

時

分
、
落
石
東
１

３
３
の
落
石
会
館
間
長
男
忠
豊
さ

ん
鑑
孫
忠
彦
さ
ん
貫
小
谷
典
昭
さ

ん
（
浜
松
町
会
長
）
。

　
前
畑
　
美
好
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
ま
え
は
た

・
み
よ
し
）

日
死
去
、

歳
。

西
浜
町
５
の

諌
日
午
後
７
時

還
月
１
日
午
前

時

分
、
平

内
町
４
の
根
室
別
院
無
量
寿
殿
間

長
男
克
己
さ
ん
貫
遠
藤
輝
宣
さ
ん

（
西
浜
新
団
町
会
長
）
。

　
　
　
　
　
　
　
…
中
標
津
町
…

　
延
　
千
枝
子
さ
ん

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？

（
の
ぶ
・
ち

え
こ
）

日
死
去
、

歳
。
東

北
２
の
１
諌
日
午
後
７
時
還

月
１
日
午
前

時
、
東
９
南
１
の

中
央
斎
場
ワ
タ
ナ
ベ
間
長
男
寿
さ

ん
貫
木
内
節
雄
さ
ん
（
東
中
町
内

会
副
会
長
）
。

　
札
幌
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る

バ
ン
ド
「
Ｃ
ｏ
ｐ
ａ
ｂ
ｏ
ｎ
ｉ
ｔ

ｏ
ｓ
（
コ
パ
ボ
ニ
ー
ト
ス
）
」
の

ラ
イ
ブ
が

月
３
日
午
後
７
時

分
か
ら
釧
路
市
北
大
通
４
の
バ
ー

「
ブ
ロ
ス
」
で
行
わ
れ
る
。

　
ボ
サ
ノ
バ
ギ
タ
リ
ス
ト
の
飛
澤

良
一
さ
ん
が
率
い
る
女
性
ツ
イ
ン

ボ
ー
カ
ル
が
特
徴
の
７
人
編
成
バ

ン
ド
。
２
０
０
７
年
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
「
宙
（
そ
ら
）

を
飛
ぶ
感
覚
」を
発
売
し
て
い
る
。

　
入
場
料
は
前
売
り
２
５
０
０
円

（
当
日
３
０
０
０
円
）
。
問
い
合

わ
せ
は
バ
ー
ブ
ロ
ス
０
１
５
４

（

）
３
３
２
３
（
午
後
７
時
以

降
）
へ
。

コ
パ
ボ
ニ
ー
ト
ス

来
月
３
日
に
ラ
イ
ブ

　
▽
ほ
く
れ
ん
丸
▽
上
組
丸

　
▽
ほ
く
れ
ん
丸
▽
上
組
丸

　
（
釧
路
市
水
産
港
湾
空
港
部
）


